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1．市町村合併と本庁舎位置   

市町村合併において新市事務所（本庁舎）の位置は  

必須決定項目である．さらに昨今の財政難から既存の  

役所を活用することがほとんどである．本稿では，人口  

最多自治体ほど本庁舎になりやすい投票条件と地理的  

中心ほど本庁舎になりやすい近接性条件とから，市町  

村合併後の本庁舎の位置について考察する．ただし近  

接性条件では，既存の役所位置を自治体代表点とする  

連続平面上の総移動距離最小化，Weber問題を考える．   

2自治体合併では，人口最多の自治体とWeber点と  

は必ず一致する．しかし，3自治体以上の合併では両者  

は必ずしも一致しない．例えば，図1に示す古河・総  

和・三和の合併では，古河が人口最多で総和がWeber  

点となる．しかも，表1に示すように合併協議会の約  

2／3は3市町村以上から構成されている［文献1】．そこ  

で本研究では，関東地方の3市町村以上の合併協議を  

対象とし人口および地理的優位性との関係を考察する．   

2．人口およびⅥ毎ber点と新本庁舎位置決定率   

既存自治体kがWeber点となる条件は，Wiを各市  
町村人口，点乞を各市町村の代表点，点たからのある  

半直線と点たから点豆への線との角度をβ立とすると，  

文献〔2］より式（1）のようになる．   

（＝wiCOSOi）2＋（∑木sinOi）2≦wZ（1）  
豆≠た  五≠た  

これより，合併後の人口の過半数を占めれば地理的配  

置とは無関係にWeber点となる．   

それぞれの合併協議地域を安定：人口最多自治体が  

合併後人口の過半数を占める；不安定一致：過半数を  

占めないが人口最多自治体とWeber点とが一致する；  

不一致：人口最多自治体とWeber点が一致しないと分  

ける．安定一致型と比べ不安定一致型，不一敦型とな  

るに従い新本庁舎の決定が難航しやすいと考えられる．  

そこで，表2に2004年4月1日現在の関東地方におけ  

る66合併協議会を分類し，新本庁舎位置決定率（決定  

済協議会数／総協議会数） 

て常陸太田・金砂郷・水府・里美，不安定一致型とし  

て石岡・八郷・美野里・玉里の地理的位置も示す．表2  

より，不一致型が11地域と約1／4もあり，しかも決定  

率は安定型では79％であるのに対し不一致型はわずか  

9％と低いことがわかる．実際，古河・総和。三和の合  

併協議会は平成15年3月に設置されたが，同年7月に  

解散した・また，財政的措置のある市制人口条件（4万  

人）をぎりぎりでクリアする場合，人口確保が目的化  

されたかもしれず，不一致型が55％と多くなっている．  

3．人口優位性と地理的優位性   

合併後人口の過半数に達しなくてもWeber点となり  

うる．その地理的状況を一般的に把握するため，図2  

のように連続的に人口一様分布する半径αの円環を考  

える．中心からh離れた点がWeber点となるための最  

低人口条件Ⅶを求める．0≦九≦αのとき，   

ぴ ＝ガ汀∬1cosβγd棚＋ガ打∬1sinβrd棚（2）  

＝4hJ；／2cos20Jα2一九2sin2βdO  

となり，α＜九のときf＝arCSin九／αとすると   

w＝鳥J：cosOrdrdO＋鳥蔦sinOrdrdO（3）  

＝肋ぷcos2∂締dβ  

となる．半径α＝1として数値積分によりⅧを求め，  

Weber点となりうる最低全人口比岩妄を位置hの関  

数で求めたのが図3である．これより，中心に近いほ  

ど人口条件は小さく，地理的優位であることがわかる．  

中心（h＝0）では人口0でもWeber点となり，h＝∞  

とすると岩石＝50％に漸近する・   

図4は，横軸に市町村人口，縦軸に合併後人口の過  

半数およびWeber点となる人口条件をとり，図1の自  

治体についてそれぞれ黒丸と白丸でプロットし線分で  

結んだものである．白丸が45度線より下では，人口  

条件をクリアしており，例えば，常陸太田は6割減で  

もWeber点となることがわかる．一方，45度線より  

上では，人口が増えない限りWeber点にならず，古河  

では約1．5倍の人口が必要であることを示す．総和の  

ように線分が長い自治体は，より少ない人口でWeber  

点になることから地理的に優位である．一方，古河の  

ように両丸がほぼ重なっている自治体は，合併後人口  

が過半数近く占めない限りWeber点とはならないこと  

から，地理的優位性は乏しいといえる．   

また，図4の線分長は図2における謹言＝50％と  

関数との差に対応する．総和町はん＝0．25，古河市は  

九＝5．14，三和町はん＝5．84に対応する．   
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表1関東各都県合併協議会数（2004年4月1日現在）  

（ⅠⅠⅠ）  

○市役所・役場  

●Weber点  

人口単位：千人  

58．7  

図1 市町村人口とWeber点   

表2 3市町村以上参加の合併協議会の状況（2004年4月1日現在関東地方）  

分類  位置  人口   
新本庁舎位置決定状況  市制（人口チ万人）を目指す合併  

総数   決定未決定  決定率  総数  決定未決定  決定率   

（Ⅰ）安定   
Ⅵとpl  wl≧去∑Ⅶ乞  24（56％）  19  

5  79％  2（18％）  1   1  50％   

4      1  2  33％   
2, 

（ⅠⅠⅠ）不一致  Ⅵちpl  （ⅠⅠ）不安定一致  造pl  10  9％  6（55％）’  1  5  17％   

計  43（100％）  24   19  56％  11（100％）  3  8  27％   

ぴ1‥人口最多市町村の人口 び壱：各市町村人口  w＊：Weber点 Pl‥人口最多市役所・役場位置  
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図2 円領域におけるWeber点となる条件の求め方  
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5．0    市町村人口（万人）  
図4 人口50％条件とWeber点条件   

中心からの距離  

図3 円領域におけるWeber点になるための条件  
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